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 看護部長より新年の挨拶  
 
新年明けましておめでとうございます。 

月日が経つのは早いもので、中部国際空港（セントレア）が常滑に開港して 2 月で 3 年目を迎え

ます。当然のことながら常滑の町並みも少しずつではありますが変化してきています。今後の常滑

に期待している半面、古き善きことまで消え去る思いも感じ、寂しいような複雑な心境です。しか

し医療の現場では、待ったなしの厳しい状況が続いています。医師不足、看護師不足、経営破綻、

と明るいニュースは無くどの病院も潰れる時代です。自分たちは「今、何が出来るのか、何をする

べきか」が問われています。今こそ職員一致団結して乗り越えていく時だと思います。 

明るいニュースとしては、4 月には感染と摂食嚥下の 6 ヶ月研修から 2 名戻ってきます。この 2

名が病院に新しい風を吹き込んで、新たな一歩が踏み出せるように皆さんで支えていってください。 

これからも専門職としての自覚を持ち、おもてなしの心と笑顔で、安全・安楽・安心できる看護

を提供し、患者様や市民に愛される病院になるよう共に努力していきましょう。 

看護部長 田邊 眞記代  
 
 

 
現任教育指導者研修会         平成 18 年 11 月 6 日～11 月 10 日 3 階病棟 山本 孝行 

今回の研修では、何故看護における継続教育が必要なのか、またスタッフが院内研修を楽しく受

けられるのにはどうすればいいのかなど企画・運営の方法について学んできました。現状の楽しく

ない研修は運営側と、参加側の求める研修内容のズレにあると考えます。そのため研修に参加して

もその後の病棟に生かされないまま忘れさられているような気がします。そのズレを少しでも埋め

「楽しい研修」にしたいと思いますので、自分達が何を学びたいのか、又興味のあることは何なの

か意見が欲しいです。院内研修は自分探しのきっかけの一つだと考え参加してください。自分の興

味・学びたいことを突き止めていけば自分が何をやりたいのか、役割は何なのかが見えてくると思

います。もっと病院を利用してキャリア開発に努めましょう!! 

 
地域住民の皆様ための病院で災害医療を学ぶ集い 

平成 18 年 11 月 29 日 手術センター 松原 紀子 

第二赤十字病院にて、地域住民を対象に開催された災害医療を学ぶ集いに参加した。先日当院に

講義に来て に、救急救命センターのスタッフによる講義・災害対策

学・非常食 傷病者受け入れ訓練を見学した。正面玄関には大型エア

が設置され 信機器等が搭載されていた。地下 2 階には電気・水備蓄

ギーセンタ 途絶えても 3 日間は稼動できるシステムが整えてある。

上には搬送 防・防災ヘリやＤｒヘリの離着陸が可能となっている。

時地域住民 能を維持できるように設計されている。災害時にはその

機能しよう てくる。当院も災害に備え、地域住民のため最後の砦と

よう設備を 感じた。 

 
 

 

 

 

昨年 4 月に 8 名の新人が就職し、早いもので 9 ヶ月が経ちました。 

今回は 2 名の新人にこの 9 ヶ月間を振り返ってみてという内容でレポートしてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護師として就職し、はや９ヶ月。自分の想像以上に

求められていることが多く、毎日が慌ただしくて一日を

こなすのがやっとですが、プリセプター始め先輩ナース

の方達に助けられながら、この９ヶ月本当に沢山の貴重

な経験をさせてもらいました。どれ一つとっても生命に

関わる仕事の為、責任の大きさや自分の不甲斐なさに正

直もう無理!!無理無理～と、思うこともしばしば。しか

し、私のそんな気持ちを察知して心配してくれる先輩ナ

ースや、何気ない患者様からの暖かい言葉に救われて乗

り越えてこられたと思います。まだまだ未熟でピヨピヨ

ナースですが頑張りますので、これからもご指導よろし

くお願いします。 

東４階病棟 ナースＡ  

４月からはや９ヶ月たち、何一つできなかった４月を思う

と、今では少しずついろいろなことを吸収し、日々仕事をし

ているところです。夜勤も行い、チームを一人で見るという

責任感、緊張がのしかかり、何度勤務してもドキドキする日々

です。そんな私をそばでサポートや指導、時には不安なこと

を親身に聞いてくださるプリセプターをはじめ、病棟のスタ

ッフに助けられながら送っています。 

看護師として働き始め、多くの患者様と出会い、時には死に

直面し、やりきれない気持ちになることもありますが、元気

に帰っていく姿はとても嬉しくなります。患者様から「あり

がとう」という一言をかけてもらえる瞬間は看護の道を志し

てよかったと思います。今後も先輩スタッフのような立派な

看護師を目指し、日々仕事に励みたいと思っています 

 

東４階病棟 ナースＢ 

 

 

お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 15 日（月）～ 新人看護師フォローアップ研修 

          ローテーション研修（行きたいところへ行ってみよう！！） 

          研修場所・・・腎センター・外来（救急室）・手術センター・各病棟

 

1 月 16 日（火）  卒 2.3 プリセプター研修      16:00～17:15   2 階会議室 

          講師 小野久美子 
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